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３月定例会

令和4年3月定例会を2月25日から3月24日までの28日間の

会期で開催しました。

本定例会では市長から提案された議案46件を審議しました。議案

は、いずれも原案のとおり可決・同意したほか、議会から提案した議

案3件を可決しました。（採決の結果は5ぺージに記載）

上程された議案は、3つの常任委員会に付託され審査しました。そ

の内容は次のとおりです。

令和4年度当初予算・令和3年度補正予算令和4年度当初予算・令和3年度補正予算
〜コロナを乗り越え、一人ひとりの夢や希望を実現する予算〜〜コロナを乗り越え、一人ひとりの夢や希望を実現する予算〜
●予算審査のあらまし

予算決算委員会は､当初予算及び補正予算の
審査を2月25日及び3月14日から18日までの
5日間にわたり行いました｡

付託された議案は令和4年度当初予算11件
(一般会計1件･特別会計7件･公営企業会計3
件)､補正予算2件(一般会計1件･特別会計1
件)と令和3年度補正予算11件(一般会計3件
･特別会計4件･公営企業会計4件)の計24件
です。

なお､3月11日に総括質疑を行い､12人の委

員から26件にわたる質疑がありました｡

●令和4年度当初予算の内容
一般会計の予算規模は､180億8,914万円

で前年度対比8.0%増の過去最大規模となって
います｡さらに､特別会計7件(総額91億4,187
万円､0.4%増)と公営企業会計3件(総額126
億968万円､1.2%減)を合わせた全11件の
規模は398億4,070万円となり､前年度対比
3.2%増の予算が編成されています｡

予算決算委員会

歳出

歳入

令和4年度 歳入歳出の状況（一般会計）

総務費
��.�％

分担金・負担金 �.�％
使用料・手数料 �.�％

議会費・労働費
予備費

�.�％

地方譲与税ほか �.�%

民生費
��.�％

土木費
��.�％

教育費 
�.�％

公債費 
�.�％

衛生費
��.�％

商工費 �.�％
農林水産業費 �.�％

消防費 �.�％

自主財源 34.5％
依存財源 65.5％

財産収入・寄附金
諸収入・繰越金

�.�％

《歳入・歳出》180億8,914万円 ●一般会計予算

新年度予算の主なもの

市税 ��.�％

地方交付税
��.�％

国庫支出金
��.�％

府支出金
�.�％

市債　
�.�％

繰入金
    �.�％

○地域子育て支援拠点施設整備事業費（�,��� 万円）
○地域交流センター整備事業費（�億 �,��� 万円）
○新図書館整備事業費（�億 �,��� 万円）
JR 綾部駅北側に、雨天時の子どもの遊び場や子
育て世代の交流の場、コンベンション機能を持つ
地域交流センター、図書館を複合施設として整備
し、子育て環境の充実を図るとともに、企業、各
種団体等の活動や生涯学習を推進する。

○新都市公園整備事業費（�,��� 万円）
旧市民センター跡地に都市公園を整備し、様々な
世代の人々が集い、新たなにぎわいを生み出す場
所として、都市空間の充実を図る。

○特定地域づくり事業協同組合活動事業費（��� 万円）
人口の減少や高齢化の進行等による労働力不足の
課題に対応するため、地域の様々な仕事への人材
派遣を行う組合の運営に対する支援を行う。

目的別

住

教育・情報発信職医
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●令和3年度補正予算の内容
一般会計3件と特別会計4件､公営企業会計4件

の合計11会計で補正を行い､総額3億2,051万円
の増額となりました｡

一般会計では､農業施設雪害対策事業費として、
6,664万円の増額､小･中学校施設維持管理費とし
て1,250万円が増額､また新型コロナウイルス感染
症対策費として508万円が増額されました｡他に事
業費の確定見込みによる補正です。

●審査の結果
採決の結果､令和4年度一般会計の1議案は賛

成多数となり､これを除く23議案は全員賛成で可
決となりました｡

なお､本会議での採決に際しては､賛成多数と
なった議案に対し､吉崎 久議員から反対､松本幸
子議員から賛成の立場で討論がありました｡

( 6ページに要旨を掲載)

■ 市立診療所等特別会計

○更なる地域医療の充実を図られたい。

■ 国民健康保険特別会計

○人間ドック受診率の向上を図られたい。

■ 介護保険特別会計

○高齢者が住み慣れた地域で尊厳を持って豊かに暮
らすことができる地域社会の形成に期待する。

■ 後期高齢者医療特別会計

○10月から窓口負担1割が2倍化する高齢者が全体
の2割ある｡受診抑制につながらないよう動向を注
視するとともに､負担増に反対すべき。

■ 駐車場特別会計

○財政的観点や用地の有効活用の観点からも､駐車場
の適正規模を検討し､不要な用地の売却や他用途へ
の転換など､総合的な土地利用を検討されたい。

■ 上水道事業会計

○広域化の協議内容は､十分な情報開示を行うこと｡
また水道は公共の福祉が目的であり､民営化につな
がる施策は実施しないこと。

■ 下水道事業会計

○長年の地域要望であった古川樋門周辺への浸水被
害を軽減するための綾部雨水ポンプ場の供用が開
始されることを大いに評価をする。

■ 病院事業会計

○更なる医師確保を図られたい。

主な意見
審査では ､ 執行部からの説明に対し ､ 委員が質疑を行い ､ その後 ､ 意見調整と採決を行いました ｡
各委員の主な意見は以下のとおりです ｡

■ 一般会計

〇定住サポート拡充事業を評価する。コロナ禍の中、
田園回帰の流れが進んでいる。綾部市への定住希
望者の誘導のため更なる促進を図られたい。

〇あやべ市民大学開催事業により、学びのきっかけづ
くりが推進されることを評価する。この学びが市民
を巻き込み、今後のまちづくりにつながることを期
待する。

〇子育て世代の交流の場や子育て相談を備えた地
域子育て支援拠点施設整備が行われることを高く
評価する。ニーズを活かした便利な利用方法が進
むことを期待する。

〇保育士等養成支援事業を高く評価する。課題と
なっている保育士の人材確保に期待する。

〇新生児に対する聴覚検査の実施と乳幼児期におけ
る弱視の早期発見、早期治療を図るための屈折検
査機器の導入を評価する。

〇ドローンやIT機器を活用し農林業に新しい仕事を
創造するとともに、活用効果によって作業の効率化

や収穫・安全性を向上されたい。
〇森林経営管理推進事業については、職員の専門性

の向上、専任職員の配置を充実されたい。
〇販売促進キャンペーン事業を評価する。ネット媒

体の更なる活用により、綾部市の商業の底上げに
努められたい。業者・市民が公平に潤う内容を検
討されたい。

〇新都市公園整備事業を高く評価する。様々な世代
が集い、人と人との触れ合いや新たなにぎわいを
生み出す公園の整備に期待する。また、雨天時で
もイベントが開催できる屋根の設置など、市内の既
存の公園では果たせない機能を有する公園として
整備されたい。

〇消防団員の報酬改定等を高く評価する。更なる消
防団員の処遇改善と、消防団員の確保に努められ
たい。

〇いじめの未然防止のため、いじめ防止対策推進事
業費の拡充で、地域や家庭、関係機関との連携を
密にされたい。

■ 農林業者労働災害共済特別会計

○農林業者の生活の安全と福祉の増進を図られたい。 ■ 住宅・工業団地事業特別会計

○住宅分譲地の早期の完売を図られたい。



●綾部市人権尊重のまちづくり条例の制定
人権尊重のまちづくりの推進について、基

本理念を定め、市と市民等の責務を明確にす
るとともに、人権教育や啓発、相談・支援体
制の充実を図るため条例を制定しようとする
ものとの説明がありました。

質疑の中で、「「同和問題（部落差別）をはじ
め」とあるが、同和問題を重要視するのでは
なく、他の人権課題も同様に取り組むのか」
との質問があり、「同和問題は、我が国固有の
重要な人権問題である。本人には何の責任も
ないが、不平等、不利益を強いられ、自由と平
等が侵害されるという不合理な人権問題であ
る。他の人権問題も同様で差別を受けた一部
の人々の問題ではなく、差別する側の問題と
して全ての人が考えていくべき社会的課題で
あり、地方公共団体の責務であると位置付け
ている」との答弁がありました。

意見として、新しい課題として、ジェンダー
平等、パートナーシップにも積極的に取り組
むこと。同和問題をはじめ各種の人権問題が

存在しており、理念を示した条例の制定によ
り、広く市民に周知し、人権尊重のまちづく
りを進められたいとありました。

採決の結果、全員賛成で可決となりました。

●綾部市保育士等就学資金の貸与に関する
条例の制定

保育士及び保育教諭の人材育成及び確保を
目的として､本市において保育士及び保育教
諭の業務に従事しようとする者に対し､養成
施設等の修学に要する資金を貸与するため条
例を制定しようとするものです｡

質疑の中で､「2名分の予算となっているが
希望が多い場合の対応は」との質問があり､

「希望者の多い場合はその時の状況で検討し
ていきたい」との答弁がありました｡

特に意見もなく､採決の結果､全員賛成で
可決となりました｡

その他､6議案について審査を行い､採決の
結果､全員賛成で可決となりました。
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人権尊重社会の実現に向けて条例を制定産業厚生環境委員会

●綾部放課後学級に2学級増設
綾部放課後学級の入級希望児童の増加に伴

い､新たに2学級を増設するため､所要の改
正を行おうとするもので､それぞれ35名を
定員とするとの説明がありました｡

質疑の中で､｢定員は全体で210名でよ
かったか｡春休みのみ､冬休みのみの預かり
人数を含めて､この定員という理解でよい
か｡さらに､春のみ､冬のみの児童は別で開
級すると理解したらよいのか｣との質問に対
し、｢定員は210名で､春のみ､冬のみは通
常の学級に入ってもらう｡夏のみは増えるの
で､綾部､中筋､豊里は定員を超えることに
なり､その際は臨時的に空き教室を利用する
ことになる｣との答弁がありました｡

特に意見もなく､採決の結果､全員賛成で
可決となりました。

●新規8路線､変更1路線を認定
地元自治会からの認定申請があった道路や

開発により建設された道路など、8路線と変
更１路線について認定をお願いしようとする
ものとの説明がありました。

質疑の中で、「市道認定申請される路線に

よって、用地整理に係る地元負担が異なるが、
不公平感はないか」との質問に対し、「申請前
に地元で用地整理をしていただくことになっ
ているため、過去に用地整理がされておらず、
新たに整理が必要な路線は、地元負担をして
いただくしかない」との答弁がありました。

意見として、「認定した市道の舗装改良や
除草等管理にあたっては、費用対効果を検討
し、他の市道との均衡・優先順位等に配慮す
ること」とありました。

採決の結果、全員賛成で可決となりました。
その他、8議案について審査を行い、採決

の結果、全員賛成で可決となりました。

綾部放課後学級を新たに増設総務教育建設委員会

市道認定の現地調査（旭新ノ谷線）



可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
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可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決

可　決
可　決

可　決
可　決

同　意
同　意
同　意
同　意

可　決
可　決
可　決

《 全員賛成で可決・同意した議案》

人権尊重のまちづくり条例の制定について
保育士等修学資金の貸与に関する条例の制定について
功労者表彰条例の一部改正について
UIターン者定住支援住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について
一般職職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について
教育委員会の教育長の給与等に関する条例の一部改正について
一般職職員の給与に関する条例の一部改正について
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について
地域生活支援事業に係る利用者負担金の徴収に関する条例の一部改正について
放課後児童健全育成事業の実施に関する条例の一部改正について
国民健康保険条例の一部改正について
特定用途制限地域内における建築物等の用途の制限に関する条例の一部改正について
病院事業の設置等に関する条例の一部改正について
消防団員等公務災害補償条例の一部改正について
国民健康保険条例の一部改正について

市立診療所等特別会計予算
農林業者労働災害共済特別会計予算
国民健康保険特別会計予算
介護保険特別会計予算
後期高齢者医療特別会計予算
駐車場特別会計予算
住宅・工業団地事業特別会計予算
上水道事業会計予算
下水道事業会計予算
病院事業会計予算

一般会計補正予算(第��号)
病院事業会計補正予算(第�号)
一般会計補正予算(第��号)
国民健康保険特別会計補正予算(第�号)
介護保険特別会計補正予算(第�号)
後期高齢者医療特別会計補正予算(第�号)
駐車場特別会計補正予算(第�号)
上水道事業会計補正予算(第�号)
下水道事業会計補正予算(第�号)
病院事業会計補正予算(第�号)
一般会計補正予算(第��号)

国民健康保険特別会計補正予算(第�号)
一般会計補正予算(第�号)

市有財産の無償貸付について
市道路線の認定及び変更について

公平委員会委員の選任について
固定資産評価審査委員会委員の選任について
監査委員の選任について
人権擁護委員の候補者の推薦について

ロシアによるウクライナ侵攻に対し平和的解決を求める決議
市議会委員会条例の一部改正について
市議会会議規則の一部改正について

議第�号
議第�号
議第�号
議第�号
議第�号
議第�号
議第�号
議第�号
議第�号
議第��号
議第��号
議第��号
議第��号
議第��号
議第��号
議第��号

議第��号
議第��号
議第��号
議第��号
議第��号
議第��号
議第��号
議第��号
議第��号
議第��号

議第��号
議第��号
議第��号
議第��号
議第��号
議第��号
議第��号
議第��号
議第��号
議第��号
議第��号

議第��号
議第��号

議第��号
議第��号

同第�号
同第�号
同第�号
諮第�号

決議第�号
議会第�号
議会第�号

件　　　名 結　果

令和3年度補正予算

人事案件

議会提案の議案

令和4年度補正予算

その他議案

《 賛否が分かれた議案》
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創
政
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民
政
会

会派名

議員
件名・結果

( 賛成： ◯　反対：×)

令和�年度一般会計予算議第��号 可決 ○ ○ × ○ ○

※議長は採決に加わっていません。

令和4年度当初予算
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論討

過
去
最
大
規
模
の
予
算
編
成

令
和
4
年
度
当
初
予
算
は
、
国
の
経
済
対
策
を

積
極
的
に
活
用
し
、
3
月
補
正
予
算
と
一
体
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
命
を
守
る
安
全
・
安
心
施
策

を
推
進
す
る
予
算
で
あ
り
、
過
去
最
大
規
模
と
な
る

1
8
0
億
円
台
、
前
年
度
対
比
8

・

0
％
増
と
し

つ
つ
、
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
は
財
政
計
画
の
枠
内

を
堅
守
し
、
市
債
発
行
額
も
抑
制
し
、
地
方
債
残
高

を
減
少
さ
せ
て
い
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
将
来
へ
の
種
ま
き
と
、

先
送
り
し
て
い
た
事
業
を
確
実
に
実
施
す
る
夢
や

希
望
を
明
日
へ
と
繋
ぐ
予
算
編
成
を
大
い
に
評
価

す
る
。　
　

予
算
を
通
す
こ
と
は
、
市
民
の
生
命
と
暮
ら
し

を
守
る
こ
と
。
全
て
は
市
民
の
た
め
！
ふ
る
さ
と

綾
部
を
愛
す
る
な
ら
全
議
員
の
賛
成
一
致
を
期
待

す
る
。

賛成 民政会
松　本　幸　子

何
よ
り
も
命
・
暮
ら
し
を
守
る
予
算
へ

コ
ロ
ナ
感
染
収
束
の
め
ど
が
立
た
な
い
中
で
、
人

の
移
動
自
粛
と
緩
和
の
繰
り
返
し
で
、
人
も
経
済
も
疲

弊
し
て
い
る
。
今
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
地

方
自
治
法
で
う
た
う
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」
で
の
予

算
計
上
こ
そ
必
要
だ
。
市
民
の
声
を
よ
く
聴
き
、
施
策

に
反
映
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
反
対
の
理
由
は
、

第
一
に
、
国
の
コ
ロ
ナ
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

は
何
よ
り
命
・
暮
ら
し
応
援
に
重
点
配
分
す
る
こ

と
。第

二
に
「
自
治
体
D
X
」
は
個
人
情
報
保
護
に
万

全
を
尽
く
す
こ
と
。

第
三
に
、
人
権
啓
発
推
進
事
業
の
団
体
補
助
金

は
、
新
た
な
差
別
を
生
む
も
の
で
、
直
ち
に
廃
止
す

る
こ
と
。

第
四
に
来
年
10
月
か
ら
始
ま
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
は
、
反
対
の
声
を
上
げ
る
こ
と
。

反対 日本共産党
吉　崎　　久

議
第
議
第
1616
号号

令
和
4
年
度
綾
部
市
一
般
会
計
予
算

6

同意した人事案件

●監査委員の選任
　岡垣 美樹 さん（福知山市大江町）＝新

●固定資産評価審査委員会委員の選任
　久木 圭史 さん（駅前通）＝再

●公平委員会委員の選任
　森津 一男 さん（八津合町）＝再

●人権擁護委員の候補者の推薦
　山本 みさ子 さん（西町二丁目）＝再

令和4年6月定例会の日程予定
6月定例会は､6月13日から7月1日までの19日間の会期で予定しています。

6月13日(月) 　本会議(議案上程)
20日(月) 　請願受理締切り(正午)
21日(火)~23日(木) 　一般質問
24日(金) 　総務教育建設委員会

6月27日(月) 　産業厚生環境委員会

7月 1日（金）　本会議(採決)

28日(火) 　予算決算委員会(総括質疑)
29日(水) 　予算決算委員会(予算審査)



7

議会情報公開条例に基づく公文書の開示実施状況
　令和3年4月1日から令和4年3月31日までの公文書開示請求はありませんでした。
議会に関する情報開示については、議会事務局（電話42-1259）へお問い合わせください。

決議第 1号

ロシアによるウクライナ侵攻に対し平和的解決を求める決議
2月24日に始まったロシアによるウクライナへの軍事侵攻は、明らかにウクライナの主権及び

領土の一体性を侵害し、武力の行使を禁ずる国際法及び国連憲章の重大な違反であり、国際秩序
の根幹を揺るがすもので、断じて容認できない。

また、ロシアは原子力発電施設等への攻撃に加え、プーチン大統領は、今回の軍事侵攻に際し
核兵器の使用を示唆するような発言をしている。このことは、世界の恒久平和の実現を目指す世界
連邦都市宣言の精神に反するもので強い憤りを覚える。

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に対して厳重に抗議するとともに、ロシアは即刻ロシア軍
による攻撃を停止し、ウクライナから完全撤退するよう、また、関係国政府においては一日も早い平
和的解決に向けた外交努力を行うよう強く求める。

以上、決議する。

令和4年3月8日
京都府綾部市議会

在ウクライナ日本国大使館へ救援金を
綾部市議会議員親交会ではウクライナに平和が戻り、ウクライナ国民の皆様が、これまで

どおり自由で民主的な社会の中で安全安心に暮らせる日が来ることを心から願い救援金を送
りました。

日曜議会の報告
　３月６日に開催しました日曜議会は延べ17人の皆さまにお越しいただきました。また、イ
ンターネットのライブ中継ではたくさんの方にご覧いただきありがとうございました。新型
コロナ感染症予防に努めながら議会を開催しております。開会中、いつでも傍聴できます。
ぜひお越しください。

今般のロシアによるウクライナへの軍事侵攻に対し、日本で初の世界連邦都市宣言を行っ
た綾部市議会は、世界の恒久平和実現を目指す世界連邦運動の精神に著しく反するとして決
議を行った。決議文は下記のとおり。
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Ｑ　

山
崎
市
長
は
、
4
期
目
の
公
約
と
し
て
初
心
を
忘
れ
ず
住

ん
で
よ
か
っ
た
綾
部
を
目
指
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
夢
や
希

望
を
実
現
す
る
た
め
5
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
別
に
多
く
の
未
来

予
想
図
を
お
持
ち
の
よ
う
だ
が
、
そ
の
主
な
施
策
は
。

Ａ　

第
6
次
綾
部
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
施
策
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
、
医
・
食
・
住
・
教
育
・
情
報
発
信
を
施

策
推
進
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
つ
つ
持
続
可
能
な
綾
部
市
を
築
い
て
い
く
。

Ｑ　

令
和
4
年
度
当
初
予
算
は
、
過
疎
法
の
活
用
、
防
災
・
減

災
な
ど
国
の
経
済
対
策
を
積
極
的
に
活
用
し
た
3
月
補
正
予

算
と
の
一
体
化
に
よ
り
安
全
・
安
心
な
施
策
を
加
速
的
に
推

進
す
る
14
か
月
予
算
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
概

要
と
主
な
事
業
は
。

Ａ　

子
育
て
支
援
や
移
住
定
住
を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
市

民
に
寄
り
添
い
、
こ
こ
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
施
策
の
展
開
を
目
指
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の

夢
や
希
望
を
実
現
で
き
る
予
算
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一

般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
過
去
最
大
規
模
と
な
る
1
8
0
億

円
台
で
、
行
政
課
題
に
対
応
す
る
施
策
に
重
点
的
に
配
分
を

行
っ
た
。

Ｑ　

西
部
地
域
に
西
部
分
駐
所
を
設
置
す
れ
ば
、
志
賀
郷
・

物
部
地
区
だ
け
で
な
く
東
西
八
田
・
吉
美
・
豊
里
地
区
の
一

部
は
、
本
署
か
ら
救
急
出
動
す
る
よ
り
早
く
現
場
到
着
で
き

る
。
若
い
世
代
か
ら
要
望
が
多
い
が
、
西
部
分
駐
所
設
置
の

考
え
は
。

Ａ　

西
部
地
域
は
、
近
年
少
子
高
齢

化
が
進
む
と
と
も
に
、
救
急
件
数

も
中
部
・
東
部
地
域
に
比
べ
増
加

傾
向
で
あ
る
た
め
、
西
部
分
駐
所

の
設
置
に
つ
い
て
検
討
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
る
。

Ｑ　

災
害
や
コ
ロ
ナ
禍
で
先
送
り
し
た
将
来
の
種
ま
き
と
な
る

事
業
と
し
て
、
綾
部
駅
北
で
は
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
図
書

館
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
機
能
を
備
え
た
複
合
施
設
整
備
事
業
が
大
き
く
進
展
し
て

い
る
。

　
　

ま
た
、
立
地
適
正
化
計
画
に
お
い
て
は
、
綾
部
駅
南
で
も

旧
市
民
セ
ン
タ
ー
跡
地
で
の
都
市
公
園
整
備
や
、
駅
南
の
規

制
市
街
地
内
で
の
住
環
境
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
綾
部
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

を
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
へ
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

綾
部
駅
北
側
で
は
、
工
場
の
整
備
統
合
な
ど
に
よ
り
生
じ

た
土
地
な
ど
を
活
用
し
、
多
く
の
都
市
機
能
を
綾
部
駅
周
辺

に
集
積
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

令
和
2
年
度
に
策
定
し
た
立
地
適
正
化
計
画
に
お
い
て

は
、
駅
周
辺
で
の
都
市
機
能
集
積
を
踏
ま
え
た
上
で
、
コ
ン

パ
ク
ト
＆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
綾
部
駅

市
長
４
期
目
の
主
な
施
策
は

民
政
会
　
　
本　

田　

文　

夫

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う

創
政
会
　
　
柳　

原　

秀　

一

市政を問う市政市政 問う市政を問う
代 表 質 問  ・ 一 般 質 問
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3月6日から8日の3日間にわたって15人の議員が市政全般について質
問を行いました。なお、6日は「日曜議会」を開催し、各会派の代表3人が質
問を行いました。ここでは代表質問と一般質問の要旨を掲載します。
（掲載は登壇順）

Ｑ

新
型
コ
ロ
ナ
第
6
波
で
死
亡
者
が
急
増
。
保
健
所
業
務
が

ひ
っ
迫
し
従
来
の
業
務
が
で
き
な
い
状
況
。
こ
の
現
状
と
市

長
の
見
解
は
。

Ａ　

市
の
感
染
者
の
85
％
が
1
月
以
降
の
数
で
、
感
染
が
進
む

こ
と
に
よ
る
医
療
へ
の
ひ
っ
迫
も
懸
念
さ
れ
る
。
国
・
府
・

市
が
連
携
し
て
難
局
を
乗
り
越
え
る
。

Ｑ

医
療
・
学
校
・
保
育
園
等
の
職
員
へ
の
P
C
R
定
期
検
査

実
施
を
求
め
る
。
現
場
で
は
濃
厚
接
触
者
の
特
定
か
ら
健
康

観
察
ま
で
任
さ
れ
、
一
週
間
の
自
宅
待
機
後
、
検
査
も
無
く

解
除
さ
れ
る
こ
と
に
疑
問
が
出
て
い
る
。

Ａ　

市
立
病
院
で
は
定
期
検
査
は
し
て
い
な
い
。
幼
稚
園
、
学

校
、
放
課
後
学
級
に
検
査
キ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
が
定
期

検
査
用
で
は
な
い
。

Ｑ

綾
部
に
も
京
都
府
の
無
料
P
C
R
検
査
場
が
設
置
さ
れ
歓

迎
さ
れ
て
い
る
。
設
置
の
経
緯
は
。

Ａ　

京
都
府
に
開
設
の
要
請
を
行
う
と
同
時
に
、
薬
剤
師
会
等

へ
協
力
の
お
願
い
を
し
て
き
た
中
、
一
事
業
者
か
ら
バ
ス
に

よ
る
検
査
場
開
設
の
申
し
出
が
あ
り
実
現
し
た
。

Ｑ

感
染
症
対
策
の
要
と
な
る
保
健
所
業
務
の
ひ
っ
迫
は
、
国

が
保
健
所
数
を
減
ら
し
す
ぎ
た
結
果
で
は
。
増
員
と
綾
部
に

保
健
所
復
活
を
求
め
る
こ
と
の
見
解
は
。

Ａ　

国
で
は
保
健
所
の
保
健
師
を
現
行
の
1
・
5
倍
に
計
画
さ

れ
て
い
る
。
保
健
所
復
活
等
の
体
制
は
府
で
検
討
さ
れ
る
も

の
と
考
え
る
。

Ｑ

市
内
経
済
の
見
通
し
は
様
々
な
調
査
か
ら
も
厳
し
い
。
事

業
者
へ
の
家
賃
支
援
給
付
金
や
税
免
除
、
事
業
主
が
感
染
し

た
場
合
の
補
償
制
度
な
ど
の
考
え
は
。

Ａ　

国
や
府
、
市
に
お
い
て
状
況
に

応
じ
た
支
援
に
努
め
て
き
た
。
引

き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、
事

業
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
努
め

る
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
中
、
市
の
役
割
は

日
本
共
産
党
　
　
搗
頭　

久
美
子

を
中
心
と
す
る
区
域
を
都
市
機
能
向
上
エ
リ
ア
に
定
め
、
都

市
拠
点
と
し
て
の
機
能
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

駅
北
複
合
施
設
を
は
じ
め
、
今
後
必
要
な
都
市
機
能
の
維

持
や
不
足
し
て
い
る
都
市
機
能
の
整
備
な
ど
を
計
画
的
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
ま
ち
な
か
居
住
の
推

進
の
た
め
の
検
討
な
ど
も
具
体
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ

市
内
で
救
急
車
の
到
着
時
間
が
長
時
間
か
か
る
地
域
が
あ

る
現
状
を
踏
ま
え
西
部
地
域
の
救
急
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

構
想
を
お
持
ち
か
。

Ａ　

救
急
車
の
現
場
到
着
時
間
の
平
準
化
を
目
指
す
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
西
部

地
域
に
分
駐
所
を
設
置
す
る
必
要

性
も
感
じ
て
い
る
。
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一般質問

Ｑ

社
会
福
祉
協

議
会
の
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
制
度

に
よ
る
相
談
窓
口

に
は
、
途
切
れ
る

こ
と
な
く
生
活
困

窮
の
相
談
が
あ

る
。
聞
き
取
り
を

し
て
い
く
と
、
複
数
の
問
題
が
あ
る
こ
と
が
多

く
、
子
育
て
、
介
護
、
多
重
債
務
、
仕
事
の
問
題
、

8
0
5
0
問
題
、
所
持
金
が
1
0
0
円
、
今
食

べ
る
も
の
が
な
い
方
も
お
ら
れ
る
と
聞
く
。
面

接
の
た
め
の
洋
服
が
な
い
方
の
た
め
の
対
応
も

さ
れ
て
い
る
。
困
窮
の
原
因
は
多
分
野
に
わ
た

る
。
こ
う
い
っ
た
状
況
把
握
は
さ
れ
て
い
る
の

か
。

Ａ　

生
活
困
窮
世
帯
の
相
談
の
対
応
状
況
は
、
綾

部
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
綾
部
市
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
綾
部
、
京
都
自
立
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
参
画
す
る
支
援
調
整
会
議
を
月
1
回
開
催

し
、
困
窮
世
帯
の
自
立
に
向
け
た
自
立
支
援
プ

ラ
ン
を
具
体
的
に
検
討
す
る
中
で
情
報
共
有
を

図
っ
て
い
る
。
令
和
4
年
2
月
開
催
の
会
議
で
、

令
和
3
年
度
4
月
か
ら
12
月
末
ま
で
に
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
窓
口
に
生
活
困
窮
や
貸
付
に
係

る
相
談
が
7
3
1
件
あ
っ
た
と
の
報
告
を
受
け

て
い
る
。

Ｑ

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
、

ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
を
し
て
い
る
人
が
多
い
と
さ

れ
て
い
る
が
、
潜
在
的
な
生
活
困
窮
者
が
安
心

し
て
相
談
で
き
る
市
の
窓
口
が
必
要
で
は
。

Ａ　

社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
に
困
窮
者
が
抱
え

る
複
合
的
な
課
題
に
対
応
い
た
だ
い
て
い
る
。

市
は
、
社
会
福
祉
課
で
対
応
し
て
い
る
。

なんでも相談できる窓口の設置を日本共産党　　井田　佳代子

Ｑ

東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故

か
ら
11
年
を
迎
え

る
が
、
地
域
の
復
興

は
非
常
に
難
し
く

困
難
な
状
況
で
あ

る
。
市
と
し
て
原

発
再
稼
働
反
対
の

姿
勢
を
今
こ
そ
明
確
に
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

再
稼
働
は
国
が
安
全
性
の
確
保
に
責
任
を

持
っ
て
対
応
す
べ
き
だ
が
、
市
と
し
て
は
市
民

の
安
全
・
安
心
の
確
保
は
最
優
先
す
べ
き
と
認

識
し
て
お
り
、
法
的
枠
組
み
の
確
立
、
避
難
計
画

の
実
効
性
の
確
保
な
ど
を
繰
り
返
し
国
等
へ
要

請
し
た
い
。

Ｑ

福
井
県
は
原
発
事
故
時
の
甲
状
腺
被
ば
く
を

抑
え
る
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
、
30
キ
ロ
圏
内
の
子

ど
も
や
妊
婦
な
ど
を
対
象
に
、
希
望
者
に
事
前

配
布
す
る
方
針
を
示
し
た
。
事
前
配
布
を
府
に

求
め
た
こ
と
が
あ
る
か
。

Ａ　

市
で
は
国
の
指
針
に
基
づ
き
国
か
ら
の
服
用

指
示
を
受
け
、
避
難
や
一
時
移
転
の
際
に
、
迅
速

に
備
蓄
場
所
か
ら
持
ち
出
し
、
医
師
・
薬
剤
師

の
協
力
を
得
て
、
避
難
経
路
に
面
し
た
公
共
施

設
で
配
布
す
る
計
画
と
し
て
お
り
、
府
に
事
前

配
布
を
求
め
た
こ
と
は
な
い
。

Ｑ

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
改
め
て
原
発
の

危
険
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
米
原
市
な
ど
で
も

事
前
配
布
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
市
も
ヨ
ウ
素

剤
の
事
前
配
布
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

Ａ　

紛
失
や
誤
飲
、
必
要
で
な
い
時
期
に
服
用
さ

れ
る
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
府
と
連
携
し
な
が
ら
国
の
指
針
に
基
づ
く
事

後
配
布
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

再稼働反対とヨウ素剤事前配布を日本共産党　　中　島　祐　子

Ｑ

国
内
で
は
官

民
で
デ
ジ
タ
ル
化

が
急
速
に
進
み
つ

つ
あ
る
。
今
後
、
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
む

と
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
の
問
題
が
あ

る
。
本
市
で
は
デ

ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
に
向
け
た
に
ス
マ
ホ
体

験
教
室
を
実
施
し
て
い
る
が
、
参
加
状
況
と
参

加
者
の
感
想
は
。

Ａ　

ス
マ
ホ
体
験
教
室
を
15
教
室
で
実
施
し
、
61

人
が
参
加
さ
れ
た
。
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
は
「
分
り
や
す
く
と
て
も
よ
か
っ
た
」
な

ど
、
前
向
き
な
感
想
を
い
た
だ
い
た
。
今
回
の
意

見
を
基
に
体
験
教
室
の
内
容
も
更
に
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
。

Ｑ

令
和
4
年
度
当
初
予
算
に
多
く
の
デ
ジ
タ
ル

化
関
連
の
も
の
が
あ
り
、
新
し
く
使
用
方
法
を

覚
え
な
い
と
い
け
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
う
。

そ
う
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
へ
の
市
職
員

の
対
応
は
。

Ａ　

講
習
会
や
意
見
交
換
等
に
積
極
的
に
参
加

し
て
研
修
に
努
め
て
い
る
。
今
年
度
は
新
た
に

D
X
推
進
委
員
を
各
課
に
任
命
し
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
向
け
た
意
見
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
シ
ス
テ
ム
は
非
常
に
便
利
な

反
面
、
情
報
漏
洩
や
ハ
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
攻
撃
の
危

険
性
が
あ
る
が
本
市
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
。

Ａ　

綾
部
市
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
で
情

報
資
産
を
取
り
扱
う
全
て
の
職
員
が
遵
守
す
る

規
範
を
定
め
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時
に
は
、
京

都
府
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ベ
ン
ダ
ー
と
連
携
し
て

緊
急
時
の
連
絡
体
制
も
確
保
し
て
い
る
。

本市のデジタル化への対応状況は民政会　　酒　井　裕　史
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一般質問

Ｑ

長
引
く
コ
ロ

ナ
禍
で
疾
患
や
持

病
を
持
っ
て
い
る

多
く
の
高
齢
者
が

引
き
こ
も
り
が
ち

に
な
っ
て
い
る
。

清
山
荘
の
施
設
管

理
者
か
ら
20
人
程

度
の
常
連
の
方
が
来
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
相
談

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
再
開

し
て
も
和
室
の
畳
を
始
め
内
装
や
照
明
が
老
朽

化
し
て
お
り
、
今
の
様
式
に
合
わ
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
来
客
の
少
な
い
今
こ
そ
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
に
備
え
て
、
清
山
荘
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

清
山
荘
は
昭
和
62
年
度
に
オ
ー
プ
ン
以
来

介
護
予
防
に
つ
な
が
る
重
要
な
施
設
と
位
置
付

け
て
い
る
。
令
和
2
年
度
に
は
屋
根
の
改
修
を

行
っ
た
。
畳
の
件
も
承
知
し
て
お
り
、
長
寿
命

化
、
利
便
性
向
上
の
た
め
財
政
状
況
を
み
な
が

ら
必
要
な
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ

60
歳
代
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
な
新
た
な
仕

掛
け
は
。

Ａ　

60
歳
代
の
全
体
に
占
め
る
割
合
は
定
年
延
長

な
ど
に
よ
る
雇
用
形
態
の
変
化
も
あ
り
、
１
割

未
満
。
コ
ロ
ナ
禍
で
全
体
的
に
減
少
傾
向
に
あ

る
。
仕
掛
け
づ
く
り
は
指
定
管
理
者
と
連
携
し

取
り
組
み
た
い
。

Ｑ

吉
美
放
課
後
学
級
に
つ
い
て
、
運
営
母
体
か

ら
の
受
託
辞
退
申
し
入
れ
を
受
け
て
、
今
後
の

運
営
体
制
は
。
ま
た
、
将
来
小
学
校
の
空
き
教
室

へ
の
移
転
は
。

Ａ　

多
田
第
１
放
課
後
学
級
、
桜
が
丘
第
２
放
課

後
学
級
は
市
が
直
営
で
行
う
。
移
転
は
、
今
後
検

討
し
て
い
く
。

清山荘の内装を改装してはどうか民政会　　藤　岡　康　治

Ｑ

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
第
6
波

で
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

が
出
現
し
て
か
ら

保
育
園
・
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校

の
現
時
点
で
の
学

級
閉
鎖
等
の
数
は
。

Ａ　

幼
稚
園
は
臨
時
休
園
・
学
級
閉
鎖
と
も
に
1

園
1
回
。
小
学
校
は
臨
時
休
校
5
校
5
回
、
学
級

閉
鎖
・
学
年
閉
鎖
5
校
20
回
。
中
学
校
は
臨
時

休
校
1
校
1
回
、
学
級
閉
鎖
・
学
年
閉
鎖
2
校

6
回
。
保
育
所
等
は
臨
時
休
園
2
園
、
特
定
ク
ラ

ス
閉
鎖
2
園
。

Ｑ

3
学
期
は
、
進
級
・
進
学
を
控
え
た
大
事
な

時
期
で
あ
り
、
心
理
的
な
面
も
心
配
で
あ
る
が
、

学
級
閉
鎖
や
臨
時
休
校
に
よ
る
学
習
面
の
遅
れ

へ
の
補
充
は
。

Ａ　

一
日
の
学
習
時
間
を
1
時
間
拡
大
す
る
な
ど

時
間
割
の
工
夫
や
休
校
中
に
は
、
学
習
プ
リ
ン

ト
の
配
布
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

の
取
組
を
実
施
し
た
。

Ｑ

市
立
病
院
受
付
待
合
室
で
は
、
保
険
証
返
却
時

や
診
察
代
支
払
時
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
も
聞
こ
え

に
く
い
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
す
る
。
個
人
情
報

の
観
点
か
ら
も
、
薬
局
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
番
号
表
示
板
を
設
置
で
き
な
い
か
。

Ａ　

耳
の
不
自
由
な
方
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
工

夫
を
し
、
受
付
の
最
前
列
に
案
内
し
た
り
、
お

願
い
カ
ー
ド
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

り
、
職
員
が
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
他

に
も
、
無
線
振
動
呼
出
し
器
を
準
備
し
て
い
る
。

番
号
表
示
は
、
混
乱
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る

た
め
採
用
し
て
い
な
い
。

コロナ禍での教育現場の状況は民政会　　松　本　幸　子

Ｑ

生
活
保
護
に

至
ら
な
い
よ
う
、
そ

の
前
段
階
で
支
援

す
る
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
の

自
立
相
談
支
援
事

業
を
綾
部
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
委

託
し
て
い
る
効
果
と
課
題
は
。

Ａ　

効
果
は
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
こ
ら
れ
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
制
度
案
内
や
周
知
が
で

き
る
こ
と
、
対
象
者
の
早
期
発
見
、
把
握
に
つ
な

が
る
こ
と
で
あ
る
。
課
題
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
る
相
談
件
数
の
増
加

及
び
面
談
に
配
慮
が
い
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｑ

就
労
、
心
身
、
家
計
、
家
族
問
題
が
複
雑
に

絡
み
合
い
、
生
活
困
窮
者
の
目
指
す
自
立
に
は

経
済
的
な
自
立
の
み
な
ら
ず
日
常
生
活
に
お
け

る
自
立
や
社
会
生
活
に
お
け
る
自
立
も
含
ま
れ

る
。
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
を
知
ら
な
い

方
が
多
く
、
待
ち
の
姿
勢
と
な
り
水
際
作
戦
と

な
ら
な
い
よ
う
、
早
期
に
生
活
困
窮
者
を
把
握

し
、
課
題
が
よ
り
深
刻
に
な
る
前
に
問
題
解
決

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
民
生
児
童
委
員
と
の
連

携
に
お
け
る
早
期
支
援
の
取
組
状
況
は
。

Ａ　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
民
の
立
場
に
立
っ
た

相
談
や
必
要
な
援
助
が
行
わ
れ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
歳
末
助
け
合
い
運
動
で
の
年
越
し
支

援
金
の
配
付
が
あ
る
。
こ
う
し
た
日
常
の
活
動

や
支
援
の
中
か
ら
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
を

早
期
に
発
見
し
、
顔
の
見
え
る
関
係
性
を
生
か

し
て
、
そ
の
方
の
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
支
援

機
関
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

生活困窮者の早期の把握状況は創政会　　梅　原　哲　史
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一般質問

Ｑ

府
教
育
委
員

会
が
府
内
公
立
小

中
学
校
、
高
校
な
ど

を
対
象
に
実
施
し

た
い
じ
め
調
査
の

結
果
が
報
告
さ
れ
、

綾
部
市
で
状
況
が

深
刻
な
重
大
事
態

が
1
件
報
告
さ
れ
た
が
そ
の
内
容
は
。

Ａ　

市
内
の
中
学
校
で
発
生
し
た
重
大
事
態
は
、
子

ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め
詳
細
な
答
弁
は
出
来

な
い
が
、
現
在
は
い
じ
め
行
為
は
や
み
、
被
害
生

徒
は
通
常
の
学
校
生
活
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。

Ｑ

今
回
の
案
件
は
、
い
じ
め
の
相
談
を
受
け
た

と
き
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
お
け
ば
、
こ
の

重
大
事
態
は
未
然
に
防
げ
た
の
で
は
な
い
か
。

学
校
の
対
応
は
。

Ａ　

今
回
の
事
態
を
教
訓
に
、
い
じ
め
の
訴
え
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な
も
の
で

あ
っ
て
も
真
剣
に
受
け
止
め
、
速
や
か
に
教
職

員
相
互
に
お
い
て
情
報
交
換
し
、
適
切
か
つ
迅

速
な
対
応
を
図
れ
る
よ
う
、
今
後
も
徹
底
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ

相
談
体
制
と
見
守
り
体
制
が
で
き
る
環
境
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。
市
内
中
学
校

へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
ど
の
よ
う
に
整
え
て
い

く
の
か
。
ま
た
、
学
校
に
対
す
る
保
護
者
の
声
を

ク
レ
ー
ム
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
な
く
、
教
育

委
員
会
と
し
て
、
今
後
の
し
っ
か
り
と
し
た
対

応
策
は
。

Ａ　

い
じ
め
問
題
な
ど
、
学
校
の
状
況
把
握
に
努

め
、
適
切
な
指
導
に
努
め
る
。
各
学
校
と
十
分
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

中学校で発生のいじめ重大事態は創政会　　高　橋　　輝

Ｑ

今
年
は
本
市

も
数
十
年
ぶ
り
と

い
う
大
雪
に
見
舞

わ
れ
、
各
地
で
雪

に
よ
る
農
業
施
設

被
害
、
家
屋
被
害

が
多
く
発
生
し
た
。

改
め
て
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
に
は
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
。

　

今
後
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
り
海
水
温
の
上

昇
か
ら
水
蒸
気
が
発
生
し
、
大
陸
の
寒
気
団
に

よ
り
冷
や
さ
れ
、
ド
カ
雪
が
発
生
す
る
確
率
が

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
く
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
高
齢
者
の
除
雪
困
難
者
が
増

え
て
き
て
い
る
。
近
隣
も
高
齢
化
で
共
助
も
難

し
い
中
、
行
政
と
し
て
も
救
済
措
置
が
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
が
、
本
市
と
し
て
の

考
え
は
。

Ａ　

地
域
の
除
雪
に
対
し
て
は
自
助
、
共
助
、
公
助

の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
と
考
え
る
が
、
高
齢
化
に
よ

る
自
助
、
共
助
力
が
縮
小
す
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍

も
重
な
り
、
以
前
に
比
べ
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
も
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
て

い
る
。

　
　

そ
の
よ
う
な
中
で
高
齢
者
の
不
安
の
解
消
と
、

安
全
確
保
の
た
め
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
は
あ

る
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
っ
て
高
齢
者
世

帯
や
障
害
者
世
帯
に
対
し
て
、
除
雪
費
用
の
一
部

に
つ
い
て
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
毎
年
雪
か
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
も

行
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
活
動
を
要
請
し

た
実
績
は
な
い
。

除雪困難な高齢者について問う創政会　　渡　辺　弘　造

Ｑ

駅
北
に
子
ど

も
拠
点
施
設
が
出

来
て
、
吉
美
こ
ど
も

園
も
園
舎
が
新
築

さ
れ
る
。
放
課
後
学

級
も
吉
美
小
学
校

で
行
う
方
向
で
拠

点
整
備
を
行
い
、
デ

ジ
タ
ル
を
駆
使
し
市
の
拠
点
と
つ
な
ぎ
、
子
ど

も
政
策
の
一
元
化
と
同
時
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
の
未
来
へ
の
投
資
は
。

Ａ　

社
会
福
祉
法
人
吉
美
福
祉
会
（
経
営
母
体
吉

美
地
域
）
が
、
令
和
5
年
竣
工
予
定
で
新
園
舎
を

建
設
。
国
も
子
ど
も
政
策
の
一
元
化
に
対
応
す

る
子
ど
も
家
庭
庁
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
子
ど

も
や
家
庭
は
大
事
、
各
部
局
十
分
連
携
し
な
が

ら
組
織
運
営
に
お
い
て
も
取
り
組
み
た
い
。

Ｑ

都
市
計
画
に
関
連
し
て
吉
美
地
域
に
は
、
未

来
予
想
図
を
描
く
組
織
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

あ
る
。
ど
ん
ぐ
り
の
家
の
移
転
計
画
の
承
認
や

土
地
の
有
効
利
用
を
考
え
る
重
要
な
組
織
だ

が
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
農
地
・
沿
道
ゾ
ー
ン
へ

の
対
応
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
市
と
し
て
の
期

待
や
役
割
は
、
ま
た
行
政
的
な
支
援
が
更
に
必

要
だ
が
考
え
は
。

Ａ　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
大
き
な
役
割
に
、
地
区

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
が
あ
り
、
地
域
の
み
な

さ
ん
の
議
論
で
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
む

こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。
吉
美
地
区
の
特
定
沿
道

地
区
は
綾
部
I
C
の
側
で
市
街
地
に
も
近
い
優

位
な
立
地
で
、
土
地
利
用
の
可
能
性
を
確
保
し
て

お
き
た
い
思
い
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を

通
じ
て
考
え
等
を
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
。

子ども政策をど真ん中への考えは心友会　　塩見　麻理子
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Ｑ

令
和
3
年
度

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
追
わ
れ
た
一

年
で
あ
っ
た
と
思

う
が
、
6
つ
の
重

点
目
標
を
柱
と
し

て
、
教
育
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
。
令
和
4
年
度
は
、
今
年
度

の
経
験
を
基
に
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
を
踏
襲
し

つ
つ
、
新
し
い
時
代
に
合
っ
た
教
育
の
提
供
が

求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
令
和
4
年
度
の
教

育
方
針
は
。

Ａ　

感
染
症
対
策
は
引
き
続
き
必
要
と
考
え
る

が
、
子
ど
も
た
ち
が
綾
部
で
育
つ
こ
と
に
誇
り

と
自
信
を
持
ち
、
将
来
に
夢
を
持
っ
て
生
き
て

い
け
る
よ
う
に
家
庭
、
地
域
社
会
、
関
係
諸
機
関

等
と
連
携
し
た
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
に

よ
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
軸
と
し
た
綾
部
ス
タ

イ
ル
の
一
貫
教
育
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ

こ
れ
ま
で
学
校
教
育
で
は
、
学
力
を
高
め
る

こ
と
に
注
力
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
は
、
学
力
以
外
に
自
律
と
尊
重
が
必
要

と
言
わ
れ
、
今
ま
で
以
上
に
子
ど
も
た
ち
に
本

当
に
必
要
な
能
力
は
何
か
考
え
て
、
実
践
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
本
市
の
教
育
で
の
取
組
状

況
は
。

Ａ　

自
分
ら
し
い
自
分
の
生
き
方
を
探
求
す
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
で
全
て
の
教
育
活
動
を

行
い
、
一
人
ひ
と
り
の
社
会
的
、
職
業
的
自
立
に

向
け
て
、
必
要
な
基
盤
と
な
る
資
質
、
能
力
の
育

成
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
愛
の

あ
る
学
習
を
着
実
に
実
践
す
る
こ
と
で
、
人
間

力
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

令和４年度の教育方針は民政会　　片　岡　英　晃

Ｑ

第
6
波
の
感

染
拡
大
は
猛
威
を

振
る
っ
て
、
収
束
の

見
通
し
も
つ
か
な

い
。
2
月
24
日
か

ら
週
2
回
無
料
検

査
場
が
開
始
さ
れ
、

歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
業
の
計
画
は
。

Ａ　

府
の
事
業
で
、
無
症
状
者
の
検
査
環
境
整
備

と
し
て
実
施
中
。
計
画
は
、
3
月
末
ま
で
の
予

定
。
今
後
は
感
染
の
状
況
に
よ
っ
て
の
対
応
と

聞
い
て
い
る
。

Ｑ

感
染
症
に
お
け
る
公
衆
衛
生
の
基
本
は
何

か
。
予
防
・
検
査
を
含
め
た
早
期
発
見
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ　

予
防
対
策
は
、
手
洗
い
・
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、

密
を
避
け
る
等
が
基
本
。
検
査
も
重
要
。

Ｑ

濃
厚
接
触
者
の
範
囲
が
狭
め
ら
れ
て
い
る

上
、
保
健
所
判
断
で
な
く
現
場
に
任
さ
れ
て
い

る
が
ど
う
か
。

Ａ　

厚
労
省
で
定
め
て
い
る
基
準
は
変
わ
っ
て
い

な
い
。
京
都
府
が
示
す
チ
ェ
ッ
ク
表
を
用
い
て
、

事
業
所
等
で
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ

多
く
の
皆
さ
ん
が
感
染
の
不
安
を
抱
え
て
お
ら
れ

る
。
や
は
り
一
層
の
検
査
拡
充
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　

リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者
施
設
等
で
週
１
回
検

査
を
行
う
な
ど
拡
充
し
て
き
て
い
る
。

Ｑ

命
を
守
る
こ
と
は
行
政
の
第
一
の
責
務
。
市

長
選
挙
で
「
全
体
の
財
政
規
律
と
継
続
性
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。」
と
発
言
さ
れ
た

が
、
現
在
の
認
識
は
。

Ａ　

命
を
守
る
こ
と
は
最
大
の
責
務
。
し
か
し
必

要
な
資
源
を
有
効
に
使
う
こ
と
も
極
め
て
重
要

と
考
え
て
い
る
。

感染拡大防止のため検査の拡充を日本共産党　　吉　崎　　久

一般質問

Ｑ

鍛
治
屋
町
の

里
山
交
流
研
修
セ

ン
タ
ー
の
建
設
に

つ
い
て
は
、
農
村
都

市
交
流
を
通
じ
た

関
係
人
口
の
創
出

を
図
る
た
め
再
整

備
す
る
と
の
説
明

だ
が
、
本
事
業
を
推
進
し
て
い
る
里
山
ね
っ
と
・

あ
や
べ
の
活
動
内
容
は
ど
う
か
。

Ａ　

本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、
歴
史
、
風
土
な

ど
優
れ
た
地
域
資
源
を
活
用
し
て
、
里
山
空
間

が
持
つ
里
山
力
、
人
材
力
、
ソ
フ
ト
力
で
、
都
市

農
村
交
流
か
ら
定
住
促
進
に
向
け
て
、
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ

広
報
を
通
じ
て
都
市
農
村
交
流
事
業
の
重
要

性
を
周
知
し
、
多
く
の
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
取

組
と
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
市
民

や
地
元
の
豊
里
地
区
な
ど
を
巻
き
込
ん
だ
連
携

事
業
な
ど
は
あ
る
の
か
。
さ
ら
に
、
里
山
交
流
研

修
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
の
解
体
事
業
を
含
め
た

総
事
業
費
や
事
業
内
容
、
ま
た
、
新
施
設
の
運
営

開
始
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

Ａ　

連
携
事
業
の
例
と
し
て
は
、
荒
れ
て
い
た
古

道
や
小
畑
城
の
環
境
整
備
を
地
域
と
協
働
で
行

い
観
光
交
流
資
源
と
し
て
再
生
し
、
地
域
へ
の

誘
導
を
図
っ
た
。
総
事
業
費
は
約
3
億
3
千
万

円
で
、
令
和
5
年
4
月
オ
ー
プ
ン
を
予
定
。
施
設

解
体
後
は
、
新
た
に
里
山
交
流
館
を
建
設
、
既
存

施
設
の
有
効
活
用
で
新
施
設
の
規
模
を
最
小
限

に
抑
え
、
新
施
設
に
は
宿
泊
機
能
を
確
保
し
、
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
社

会
に
も
対
応
。

里山交流研修センター建設促進を民政会　　安　藤　和　明



取材を終えて
男女ともに仲の良い生徒会役員の皆様でした。
将来の夢が明確な人もそうでない人も、人の役に立ちたいなど
立派な夢があり、自分が中学生の時には何も考えていなかったな
と恥ずかしくなる思いでした。
都会の便利さや憧れは抱きつつも、ふるさと綾部への想いを

しっかりと感じることができ、皆様の今後の活躍に大きな期待を
抱きました！
夢にときめけ！明日にきらめけ！

第5回「次世代からのメッセージ」は東綾中学校を訪問し、生徒会役員の
みなさんの声を聞いてきましたのでご紹介いたします。
第5回「次世代からのメッセージ」は東綾中学校を訪問し、生徒会役員の
みなさんの声を聞いてきましたのでご紹介いたします。

〜東綾中学校生徒会〜
（令和4年3月 取材）

世代からの

メッセー
ジ次次

・自然がきれいで住みやすいし、地域の人が支えてくれる。
・都会に行きたいから。
・一人暮らしするなら福知山とかに住みたい。
・綾部よりたくさんの会社があるから。
・不便だし都会に行って仕事がしたい。
・買い物に時間がかかる。20代、30代は都会へ行き、結
　婚をして子どもを産んだらUターンも選択肢の一つに。

・あまり外出しないので特にない。
・専門店があるショッピングモール
・大型のショッピングモール　・バッティングセンター
・遊具のある公園　・コンビニ

綾部に欲しいものは？

・緑がたくさんはえている。
・自然、川がきれい。毎年、やな漁があり魚もおいしい。
・自然が豊かなところ、窓からの景色が好き。
・自然が多いところ。
・地域それぞれの行事があり、歴史や郷土史が好き。
・近所の人が優しく、登下校で話をしたり野菜のやり取
　りなど心が温まる。

綾部のどんなところが好き

綾部に住み続けたいですか？
いいえ
4人

はい
2人

・リーダーとしてみんなを引っ張っていきたい。
・生徒を引っ張り、みんなに頼られるような役員になり
　たい。
・自分が積極的に取り組んで、専門部や学校を引っ張っ
　ていけるようにしたい。
・全校が健康に過ごせるようにする。
・生徒会役員の一員になったからには、どんなことでも
　あきらめず全校生徒の模範になるような行動をできる
　ようにしていく。
・学校のリーダーとして学校をよりよくするために、み
　んなで協力して頑張っていきたい。全校生徒の手本と
　なるようにルールなどしっかり守る。　
・みんながしっかり挨拶できるようにする。図書室の利
　用者を増やし、親しめるイベントや楽しい放送、例年
　にない取組などを行いたい。

生徒会役員としての希望や決意は

・生徒を引っ張り、みんなに頼られるような役員になり

・自分が積極的に取り組んで、専門部や学校を引っ張っ

・IT系の職業  ・看護師  ・警察官。人の命を守りたいから
・まだ決まってないけれど人の役に立つ職業
・自分もやっていて楽しく人の役に立てる仕事に就きたい

将来の夢、どんな職業に就きたいの？

綾部に欲しいものは？

14

令和４年３月定例会では、山崎市政４期目のスタートを切る令和４年度の当初予算が上程されまし
た。 「コロナを乗り越え、 一人ひとりの夢や希望を実現する予算」ということで、 一般会計は過去最高
額、全会計の予算額も過去３番目となる積極予算となり、 賛成多数で可決されました。 市議会といた

しましても、綾部市の明るい未来につながるよう各事業が適正に実施されているか、 しっかりとチェック機能を果たしてまいります。
　また、 市議会として広報活動のみではなく、 広聴活動の取組として、 ５月に各自治会連合会単位で市民と議会のつどいを開催さ
せていただき、 ご意見ご要望などをお聞かせいただきました。 これからも引き続き、身近な議会となるよう努めてまいります。

編集／広報広聴委員会
◎種清喜之　〇井田佳代子　中島祐子　藤岡康治　梅原哲史　柳原秀一　本田文夫　安藤和明　（◎委員長　○副委員長）

編 集 後 記


